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項目番号・内容 第Ⅰ因子 第Ⅱ因子 第Ⅲ因子 共通性
１５ 周りの人たちとの間で、トラブルが起きてもそれを上手に処理できる ．７３８ ．０４６ ．１３８ ．５６６
２１ 人との交際がうまくできない ．６９０ ．０６８ ．１２９ ．４９７
１８ 気まずいことがあっても、相手と上手に和解できる ．６７２ ．０２７ ．０８２ ．４６０
３３ 他人が話しているところに気軽に参加できる ．６１８ ．０４５ ．０８７ ．３９１
６ 他人を助けることを上手にやれる ．５９８ ．１６５ ．０７７ ．３９１
３０ 初対面の人に自己紹介が上手にできる ．５７９ ．１７０ ．００７ ．３７２
２４ 相手から非難された時にも、それにうまく対処できる ．５６７ ．１０９ ．２２３ ．３８３
９ 相手が怒っているとき、うまくなだめることができる ．５５７ ．０６８ ．２３９ ．３６４
３ 他人にやってもらいたいことをうまく指示することができる ．５５４ ．１２２ ．２６０ ．３８９
１２ 初対面の人でもすぐに会話が始められる ．５０９ ．０３１ ．１７４ ．２９０
３２ グループの雰囲気になじめず、仲間にとけこめない ．４７５ ．００１ ．１１６ ．２３９
２７ 自分の気持ちを素直に表現できる ．４２２ ．２６９ ．１２５ ．２６６
（α＝．８５）
５ 大勢の人に逆らわないような意見を言うべきだ ．０８２ ．６８９ ．１０９ ．４９３
１７ 相手との関係が気まずくなるような議論は避けなければならない ．０１１ ．６６９ ．０９３ ．４５６
２ どんな時でも敵を作らないように行動すべきだ ．１１７ ．６６１ ．０４９ ．４５３
１１ 目立つ行動をとる時は、周囲から変な目で見られないように気をつけるべきだ ．０１５ ．６３８ ．０１４ ．４０７
８ どんな状況でも、人から嫌われないようにすべきだ ．０１２ ．５７８ ．１０６ ．３４６
１４ 場違いなことをして笑われないように用心すべきだ ．１３７ ．５４０ ．０８３ ．３１７
２３ 仲間はずれにされるということがあってはならない ．０４０ ．４４６ ．１８５ ．２３５
２０ 迷惑をかけるので、人に何か頼むべきではない ．１６９ ．３４１ ．１０８ ．１５６
（α＝．８０）
２２ みんなから注目されるような有名人になりたいといつも考えている ．０４５ ．００４ ．７１６ ．５１４
１０ 議論の場では常に周囲をうならせるようなアイディアを出したい ．０６８ ．０３１ ．５８９ ．３５２
１９ 人と話をする時には、いつも自分の存在をアピールしたい ．１８５ ．０９８ ．５７５ ．３７４
１ 私はいつもみんなの賞賛をえたい ．０６０ ．１３２ ．５６７ ．３４３
１３ 私は常に人に認められる存在でありたい ．０１８ ．２３２ ．５５７ ．３６５
２５ 人と仕事をする時、いつも自分の良い点を知ってもらえるように張り切る ．１８９ ．１６６ ．５１０ ．３２３
２８ 自分が注目されていないと、人の気を引きたくなるのは当然だ ．０８１ ．１４６ ．５０８ ．２８６
４ 高い信頼を得るために、自分の能力を積極的にアピールすべきだ ．１２９ ．０７８ ．４４９ ．２２４
（α＝．８０）
固有値 ４．３２２ ３．０１３ ２．９１８ １０．２５４


































































対人ストレスイベント 対人葛藤 対人劣等 対人磨耗
優越 ．１００ ．１５０＊ ．１５６＊ ．０６６
拒否回避 ．１５３＊ ．０１６ ．２３２＊＊ ．０６８
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